
第２回理事会議事録 

 

令和８年７月２日（木） 14：00～16：53  （15：33～15：38休憩） 

広島県ＰＴＡ連合会事務局 

（定数確認） 

会則第３９条により、理事の出席者数 13名、委任状 0名、計 13名で、理事２分の１以上の出席となり、 

理事会は成立。 

 

１ 開会 会長挨拶 

 

２ 日程説明と経過報告・予定 

    10：00～ 三役会 

    13：00〜 三行詩審査会 

    14：00～ 理事会 

    17：00～ 委員会・会計監査 

              

座長（会長） 司会（高田副会長） 記録（事務局） 議事録署名人 （渡部）（瀬戸） 

         ※会則第 40条           ※会則第 42条 

資料 広島県ＰＴＡ連合会会則 

 

３ 報告等 

（１）日本ＰＴＡ全国協議会関連  

   ① 総会報告 

 

（２）三行詩審査最終結果 

      本日実施した審査報告 

 

（３）渉外報告  

 

（４）令和８年度中国ブロックＰＴＡ協議会 総会・第１回定例会報告  

      中国ブロックＰＴＡ協議会の構成員は、各県の会長・副会長代表・事務局長である。 

      主な議題は、１年に１回開催する中国ブロック研究大会のことだが、令和８年度は主管だった岡 

山県ＰＴＡ連合会が解散したため、中国ブロック研究大会は休止。 

       

 

４ 協議・確認 

（１）経過報告と今後の予定  

 

（２）各委員会報告        

   ① 総務 

      ・令和９年度県Ｐ事業計画 

      ・第５３回広島県ＰＴＡ研究大会 大会宣言（案） 

      ・県Ｐ主催事業における災害及び緊急対応時（台風・地震等）の判断基準、連絡フローチャー 

ト作成について 

   ② 教育研修 

      ・令和９年度会長研修会の講師選定 

      ・第５３回広島県ＰＴＡ研究大会の講師選定 

   ③ 広報  

      ・県Ｐ新聞 

 

 



（３）第７４回日本ＰＴＡ全国研究大会奈良大会  

   ① 参加者からの大会報告の項目について 

      挙手多数により承認 

   ② その他 

      ・服装は自由 

・全体会会場で、広島県Ｐ参加者の集合写真を撮影する。 

 

（４）第５２回広島県ＰＴＡ研究大会（案）   

   ① 開催要項（案）にある研究大会の参加者の児童生徒の学年は、「小学１年生～中学３年生」に修正 

し、「ただし、講師から、講演内容は小学５年生以上が望ましいと言われています。」と付記する。 

   ② 募集する時に、講師の顔写真を入れる。 

 

（５）令和９年度広島県ＰＴＡ連合会 会長研修会 開催要項（案）  

   ① 研修会の中で、今年度同様、広島県Ｐ連ＰＲを設ける。 

   ② 講師の検討 

教育研修委員会から、ラジオＤＪ 大窪シゲキ氏を提案。 

大窪氏は、オンデマンド配信 OK。 

   ③ 講演時間→質疑応答を含め 90分とする。 

   ④ 分科会のテーマ、分け方について 

       テーマは設定しない。司会者が具体例を参加者に伝える。 

       「小学校」「中学校」「義務教育学校（小中一貫校含む）」「郡市事務局」別に分ける。さら 

に、「小学校」「中学校」は学校規模別に分ける。 

       分科会終了前に、グループ発表してもらう。 

       グループ分けは、１グループにつき 5～6人を徹底する。 

 

  （結論）挙手多数により、以上のことについて承認。 

 

（６）令和８年度 広島県ＰＴＡ連合会児童・生徒向け研修事業 

     児童・生徒の郡市別参加割合は、令和７年度会員数により算出し、調整を行った。 

      各郡市 2人ずつは、最低参加してもらう人数とした。 

     １学年 10人ずつを見込んでいる。 

     今後のスケジュールは、次のとおり。 

       ・７月６日募集締切後、７月７日に事務局から三役に申込者一覧を送付し、三役で参加者を選 

定し、その後、工藤会長が、全体の人数比率、男女比率、学年比率をみて調整する。 

       ・７月２３日参加者決定 

・７月２８～３０日応募者全員に当選・非当選メールを送信 

・７月３０日に班分け決定 

      当選した人が辞退された場合、「落選後辞退者が出た際の繰り上げ当選希望有」の申込者から選 

定する。スケジュールが前倒しになることもあり得る。 

 

  （結論）挙手多数により承認 

 

（７）令和８年度郡市Ｐ連活動補助金について 

      会員 3 千人以下の郡市Ｐ連については、事業実施をすれば 5 万円を上限に補助するが、その事業

に広報紙の発行も認める。飲食代は認めない。 

      ただし、事業実施１か月前までに、理事会に見積書や計画書を提出し、承認を得たら、事業実施 

する。事業実施１か月後までに、理事会に報告書と決算書を提出し、承認を得たら、補助金を支給 

する。 

      令和８年度郡市Ｐ連活動補助金は、令和８年度の暫定措置である。 

      令和９年度郡市Ｐ連活動補助金については、算出方法等を令和８年１２月までに結論を出す。 

 

 



５ 連絡事項 

（１）広島県ＰＴＡ団体保険支払い実績    

 

（２）次回（９月）三役会・理事会等の案内について  

 

（３）県教委から部活の地域移動の説明をさせてもらいたいという依頼があった。 

    ９月理事会の時に説明してもらうよう調整中である。 

 

 

６ 回覧 

（１）第１回理事会記録 

（２）委員会記録 

 

 

７ 配布資料 

  

 

８ その他 

 

 

９ 閉会（泉副会長） 


